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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」・・・P1  「BUILD.一貫Ⅵ、Ⅴ」 Q&A  ・・・P4 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」 

・剛性率の計算に用いる層間変形角を剛心位置または重心位置から選択できるようにしました。 

「BUILD.一貫Ⅴ」では剛性率の計算に用いる層間変形角を剛心位置の値としていましたが、「2020 年版 技術基準解説書」で重

心位置でも良いことが記載されましたので、「BUILD.一貫Ⅵ」では剛心位置または重心位置から選択できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剛心位置または重心位置から選択できます。 
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・剛性率の計算に用いる層間変形角の算出位置の指定方法 

対話入力の場合、ナビゲータウィンドウの入力項目ツリーの［計算条件］-［計算ルート・荷重ケース］で指定します。 

 

剛心または重心から選択します。 

 

 

テキスト入力の場合、許容応力度計算データの［ＢＡＳ３］の８項目で以下の下線部のように入力します。１が剛心で２が重

心となります。 

BAS3 * * * * * * * 1 
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・大きくセットバックした建物における剛心位置の層間変形角と重心位置の層間変形角の違い 
 

整形な建物では、剛心位置の層間変形角でも、重心位置の層間変形角でも大きな変化はありません。 

ただし、大きくセットバックする建物など階ごとに重心位置が変わったりねじれが生じる建物では、重心位置で求めた層間変形角が、

剛心位置で求めた層間変形角より大きくなったり小さくなったりすることがあります。 

それぞれの計算結果を確認した上で、剛性率の計算に用いる層間変形角の位置を決定することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・剛心位置の層間変形角 ・重心位置の層間変形角 

【Ｘ方向加力時】 

【Ｙ方向加力時】 

 

・剛心位置の層間変形角 ・重心位置の層間変形角 

層間変形角はほぼ同じ。 

重心位置の層間変形角の方が大きい。 剛心位置の層間変形角の方が大きい。 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ、Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：ヒンジ図でひび割れ表示記号の発生ステップ番号の意味を説明するように指摘された 

Ｑ．計算ルート３のＲＣ造の物件に関して、適合性判定機関より、計算書の「Ds 算定時ヒンジ図」と「保有水平耐力時ヒンジ図」で、ひび割れを意

味する表示記号に対して発生ステップ番号が出力されていますが、何を意味しているのか説明するように指摘を受けました。どのように説明すれば

よいでしょうか？ 

 
 

A．ひび割れを意味する表示記号に対する発生ステップ番号には、ひび割れ耐力に応力が達した時点の発生ステップ番号を出力しており、まだ、降伏

はしていない状態です。 

なお、降伏を意味する表示記号に対する発生ステップ番号には、降伏した時点の発生ステップ番号を出力しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 270 件、通常の Q&A を 3750 件以上掲載しています

ので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

